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Abstract
　　Anatomical and histological practice has been introduced into the curriculum of the dental hygiene school of Tsurumi 
University, Junior College since 2007. The experimental introduction of this practice is described in this paper.
　　The practice consists of fourteen classes. The first class is a special lecture on anatomy by a teacher in the Anatomical 
Department of the Dental School, Tsurumi University. The second class involves observation and sketching of the human 
skeletal system. The third class involves observation and sketching of the human skull. The fourth class involves observation 
and sketching of the maxilla and mandibula. The fifth class involves observation and sketching of the human muscular system. 
The sixth class involves observation and sketching of the human digestive, respiratory and vascular systems. The seventh 
class involves observation and sketching of the human urinary and genital systems. The eighth class involves observation and 
sketching of the human nervous system. The ninth class involves observation and sketching of the face and oral cavity. The 
second to ninth classes are conducted in the anatomical practice room of the Dental School, Tsurumi University.
　　The tenth class involves optical microscopy and sketching of the oral mucous membrane and bone. The eleventh class 
involves optical microscopy and sketching of the development of the oral cavity and tooth. The twelfth class involves optical 
microscopy and sketching of tooth and enamel. The thirteenth class involves optical microscopy and sketching of dentine and 
dental pulp. The fourteenth class involves optical microscopy and sketching of periodontal tissues and tooth replacement. 
The tenth to fourteenth classes are conducted in the microscopy room of the Dental School, Tsurumi University.






本の観察と写生、3. ヒトの頭蓋骨の観察と写生、4. 頭蓋骨のなかの上顎骨と下顎骨の観察と写生、5. 人体筋肉標本、とくに
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3. 頭蓋骨、 4. 顎骨と顎関節、5. 筋系、6. 表情筋・咀嚼筋・
前頸筋、7. 消化系、8. 呼吸系、9. 循環系、10. 泌尿系・生
殖系・内分泌系、11. 感覚系、12. 神経系、13. 脳神経、14. 
顔面、15. 口腔とした。
　後半は組織・発生学とし、1. 細胞と組織、2. 組織、3. 皮
膚と粘膜、4. 人体の初期発生、5. 骨の発生、6. 顔面と口
腔の発生、7. 歯の発生、8. エナメル質、9. 象牙質と歯髄、



























































































































































































































































































































































図36. 歯の研磨標本の写生（2143010　板垣瑛里） ．右：全体像．左：エナメル質の成長線（21430　黒田夏美） ．
図34. 硬組織形成期の歯胚の組織標本．左：
歯胚の全体．右：象牙質とエナメル質
の形成部位の拡大 ．歯の硬組織形成
は、象牙前質の形成から始まり、つい
で象牙質とエナメル質の形成が起こ
る.
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図38. 歯の研磨標本におけるエナメ
ル質のシュレーゲル条の写生
（2243136　吉岡翔子） ．
図37. 歯のヘマトキシリン染色研磨標本におけるエナメル質（左）とシュレーゲル
条の拡大（中，右）．エナメル小柱の縦断帯と横断帯が交互に配列して，縞模様
が形成されている．
図39. 歯の研磨標本におけるエナメル質の写生（2143010　板垣瑛里） ．左：エナメル葉とエナメル叢．右：エナメル・象牙境
に見られるエナメル紡錘と単純突起．
図40. 歯の組織標本の観察．
図41. 歯の研磨標本（カルボール・フク
シン染色）における象牙細管の
走行．
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図42. 歯の研磨標本（ヘマトキシリン染
色）における象牙質の写生（2143 
010　板垣瑛里） ．上：象牙細管と
成長線．下：象牙細管の横断面の
拡大．
図43．歯の研磨標本（ヘマトキシリン染色）とその写生（2143102　日吉智絵） ．
左：エナメル質にはレチウス条が，象牙質にはオーエン外形線が観察さ
れる．右上：オーエン外形線の写生．右下：球間象牙質の写生．
図44. 象牙質の写生．上：歯の脱灰切片
のヘマトキシリン・エオジン染
色標本における象牙質の成長線
であるアンドレーゼン線の写生
（2143010　板垣瑛里） ．下：トーム
ス顆粒層の写生．
図46. 歯の脱灰切片のヘマトキシリン・
エオジン染色標本における象牙
質と歯髄表層（左）とその写生
（右）（2143010　板垣瑛里） ．
図45. 歯の研磨標本（ヘマトキシリン
染色）における第二象牙質（修
復象牙質）（左）とその写生（右）
（2143010　板垣瑛里） ．
　さらに、象牙質の成長線として、歯のヘマトキシリン染
色縦断研磨標本で、③象牙質のオーエン外形線と球間象牙
質（図43）を、歯のヘマトキシリン・エオジン染色脱灰切
片で、④象牙質のアンドレーゼン線（図44上）を観察・写
生させている。その後、歯のヘマトキシリン縦断染色研磨
標本で、⑤トームス顆粒層（図44下）と、⑥第二（修復）
象牙質（図45）を、歯のヘマトキシリン・エオジン染色脱
灰切片で、⑦象牙質と歯髄（図46）を観察・写生させている。
　オーエン外形線は、急速な球状石灰化によって形成され
た未石灰化の球間象牙質が連なったものであることを示す。
アンドレーゼン線は、脱灰切片で見られるヘマトキシリン
に濃染する約20μ m 間隔の成長線であることを示す。トー
ムス顆粒層は、歯根象牙質表層に見られる黒い粒が層状に
集まったものであること、第二（修復）象牙質は、歯の咬
耗などにより、歯髄表層に形成された骨様組織であること
を示す。
で、③象牙質・セメント質・歯根膜・歯槽骨（図48左）、②
歯肉（図48右）、③歯の交換（図49）を観察・写生させている。
このうち、歯の交換は肉眼観察で写生させている。
　歯根膜主線維は、膠原線維の束で、セメント質中のシャー
ピー線維から続いて、歯根膜中を走行し、歯槽骨中のシャー
ピー線維に連続していることを示す。歯根膜主線維の間に
は、神経と脈管を入れる脈管神経隙がある。セメント質の
表面にはセメント芽細胞が、歯槽骨の表面には骨芽細胞が
存在する。セメント質の近くにはヘルトウィッヒ上皮鞘が
退化したマラッセの上皮遺残（残遺）が観察されることを
示す。
　歯肉は、遊離歯肉と付着歯肉からなり、外側の両者の境
には遊離歯肉溝がある。遊離歯肉は、内側の歯肉溝に面す
る歯肉溝上皮、歯肉頂（歯肉縁）、外側の遊離歯肉上皮で
被われる。付着歯肉は、内側はエナメル質に接着する付着
（接着）上皮、外側は付着歯肉上皮で被われる。これらのうち、
　象牙質と歯髄の表層は、象牙質、象牙
前質、象牙芽細胞層、細胞希薄層（ワイ
ル層）、細胞稠密層、深部歯髄からなるこ
とを示す。
14) 歯周組織・歯の交換の観察と写生
　歯の組織でありながら歯周組織もある
セメント質について、歯のヘマトキシリ
ン染色縦断研磨標本で、①原生（無細胞）
セメント質、②第二（有細胞）セメント質
を観察・写生させている（図47）。無細胞
セメント質はおもに歯頸付近に多く見ら
れ、有細胞セメント質は根尖付近でよく
発達していることを示す。しかし、図47
に示すように、必ずしも象牙質に近い側
に無細胞セメント質、歯根膜側に有細胞
セメント質が存在するわけではなく、交互
に配列する場合も多いことも示す。
　乳歯と代生歯の交換期の下顎のヘマト
キシリン・エオジン染色脱灰切片（図49）
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図47. 歯の研磨（ヘマトキシリン染
色）標本におけるセメント質
（左上）、原生（無細胞）セメン
ト質の写生（右）、第二（有細
胞）セメント質の写生（左下）
（2143102　日吉智絵） ．
図48. 歯の脱灰切片のヘマトキシリン・エオジン染色標本における歯根膜（左）と歯肉（右）の写生（2143010　板垣瑛里） ．
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付着上皮と歯肉溝上皮を合わせて内縁上皮、遊離歯肉上皮
と付着歯肉上皮を合わせて外縁上皮と呼ぶ。上皮の間には
歯肉固有層がある。付着歯肉の下方では、内部に歯槽骨を
もつ歯槽粘膜に移行し、両者の境界には粘膜歯肉溝がある。
　歯の交換は、乳歯の舌側深部で代生歯が成長し、乳歯の
歯根が破歯細胞によって吸収されることによって起こるこ
とを示す。
　毎回、1〜7枚ほどの図を写生させ、実習後、その評価を
行なった。とくに定期試験は行なわず、出席態度、毎回の
写生によって評価、採点した。以上の図に示したように、
素晴らしい写生をする学生も多かった。
反省と今後の課題
　実習を始めてまだ4年であるが、さまざまな改善を行ない
つつも、反省すべき問題も残されている。
　まず、学生をいかに実習に集中させるかである。150名
定員を2クラスに分けても、各75名ずつを2名の教員で担当
するのはかなり困難である。今後、より小人数に分けて実
施するか、担当教員数を増やすことが必要であろう。
　次に、人体骨格標本など、標本の多いものは、各班すべ
てに配付して観察・写生させることができるが、解剖標本
など少ないものは、グループに分けて解説したり、教卓の
顕微鏡像を学生の前のモニターに写して写生させた。しか
し、学生のなかには、顕微鏡で観察せずに、黒板の図や教
科書の図を丸写しするものもいた。今後、標本の数を少し
ずつでも増やして、学生が集中して観察できるようにする
必要があろう。また、歯科衛生士国家試験における解剖お
よび組織標本写真付問題への効果については、今後の結果
を待って検討したい。ただ、本実習だけの効果とは言えな
いが、平成21年度卒業生151名は全員が第19回歯科衛生士
国家試験に合格した。
　最後に、近い将来において、欧米の歯科衛生士のように、
日本の歯科衛生士も、歯科麻酔や X 線写真の撮影、さらに
は乳歯の抜歯が業務として認められる時代が、到来するこ
とが予想される。その時に備えて、今から歯と口腔だけで
なく、全身の構造を充分に理解し、各器官の臨床的な意義
を理解し、歯と口腔だけでなく、全身のケアもできる歯科
衛生士を養成する必要が生まれると思われる。
　そのためにも、このような解剖学・組織学実習が、歯と
口腔と全身の構造の理解のために、より多くの歯科衛生士
養成校で必要となるのではないだろうか。私たちの経験が、
そのために寄与することを希望するものである。
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図49. 下顎骨と乳歯と代生歯の脱灰切片のヘマトキシリン・エオジン染色標本（左）とそ
の写生（右）（2143091　中城友里） ．
